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絵葉書の持つ意味

　絵葉書は単なる写真ではない。

　加藤秀俊は『明治メディア考』の中で「人と人をむすぶはたらきをするもの－そのすべてを「メディ

ア」ということばで呼ぶならば、ずいぶんといろんなものがメディアでありう る 。」とメディアを捉えて
（１）

おり、そのなかで絵葉書もメディアの一つ、と捉えている。メディアをこのように広く捉えた場合、絵

葉書には二つのメディア性がある。一つ目は絵葉書の販売者から購買者へ、二つ目が差出人から受取人

へ、である。一つ目の情報伝達媒体としての役割では、作り手、つまり特定の人間が、不特定多数の人

間を対象に情報を伝える。この意味で、絵葉書のこの側面はマスメディアであると言える。絵葉書は売

るために作られ、その写真は売り物になるという理由で写されたものである。つまり、絵葉書の画面は

当時の人々の関心が写っているのである。そのため、絵葉書は古写真として須藤功氏らが試みた「一枚

の写真の持っているものすべてを引き出」し「一枚の印画にはいかに多くのことが写しこまれ、その一

つ一つを探求することで、実にさまざまなことを知り得 る 」という研究方法以上の、その印画の奥に隠
（２）

された当時の一般の人々の感覚や関心を知ることができる資料であるといえるだろう。そのような意味

で絵葉書は古写真以上の可能性を秘めている。

　また、二つ目のメディア性では特定の差出人から特定の受取人に情報が伝達される。このとき、一つ

目で伝達された情報も同時に伝達される。基本的に差出人は受取人にこの画面の情報を伝えるために絵

葉書を選ぶ。絵葉書によって差出人から受取人に伝達される情報は通信文の情報＋画面の情報なのであ

る。

　この二重のメディア性こそが絵葉書が新聞や錦絵など他のメディアと大きく異なる点である。このよ

うな点に留意しつつ、明治末～戦時中における絵葉書の画面とその奥にあるメディアとしての絵葉書を

受容した庶民の感覚、歴史的な位置について検討したい。

絵葉書研究史整理と本稿の課題

　歴史資料として絵葉書に真正面から取り組んだ研究は未だ見られず、絵葉書の資料学・書誌学はまだ

構築されていない。絵葉書が歴史史料として広く使われるようになるためには、絵葉書のテキスト批判

の方法論が確立されなくてはならないだろう。

　佐藤健二氏は絵葉書関連の文献を３つのまとまりに分けてい る 。まず一つ目のまとまりとして、日本
（３）

に絵葉書文化が生まれた当時が上げられる。これらは、『絵葉書月報』『ハガキ文学』などの雑誌に所収

されたものが多く、絵葉書ブーム当時に生きた人々の関心、心情を表すものである。二つ目のまとまり
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として、樋畑雪湖『日本絵葉書史潮』をはじめとして、絵葉書ブームを回顧するように様々な著作が出

されている。三つ目として１９８０年前後から、ニール・ペドラーの『横浜絵葉書』や小森孝之『絵葉書　

明治・大正・昭 和 』など、収集家のコレクションを編集する過程での考察が進んだ。また、絵葉書の写
（４）

真資料としての側面を利用し、絵葉書を通して景観や風景を見ていく研究も盛んに行われた。このよう

な研究傾向を佐藤健二氏は「孤立した探索」とまとめている。このような段階を経て、少数ではあるが、

絵葉書を趣向の対象品として見るだけではなく、その資料的価値の高さに着目した論考が見られるよう

になる。佐藤健二氏は「絵はがき覚書」において絵葉書の様々な側面を掘り下げ、絵葉書をメディアと

して捉えることを試行している。また、斎藤多喜夫氏は絵葉書の製作者を析出するとともに、絵葉書は

画像媒体として浮世絵と同じく浮世、つまり社会の諸事象を写すものであることを指摘してい る 。さら
（５）

に、近年、絵葉書を受容した社会のあり様を分析したものとして、島津俊之「師範学校による絵はがき

の収集と郷土教育－和歌山県の師範学校を例に － 」と今野由佳里「絵葉書の流 行 」がある。前者は絵葉
（６） （７）

書が、当時の師範学校をとりまく社会情勢のなかで、いかにして〈郷土資料〉として認識されるように

なっていったのか、について分析し、後者は札幌－小樽－函館の絵葉書ブームの特徴を析出している。

　このように、絵葉書という「資料」を取り上げた研究は散見されるものの、絵葉書そのものを「資料」

として分析した研究は数少ない。絵葉書が当時の風景や世相を写すものであったことは漠然とは知られ

ているが、それが歴史史料、並びに民俗資料として十分に活用されているとは言いがたいといえるだろ

う。そこで、本稿では情報伝達において大きな役割を果たした（メディア、特にマスメディアとして）

絵葉書に注目し、絵葉書が隆盛した明治末期から昭和初期にかけてのこの種の絵葉書の実態について分

析する。

マスメディアとしての役割を持つ絵葉書

　ここでは絵葉書がマスメディアとして果たした役

割の諸相を見ていく。

（１）戦役記念絵葉書・プロパガンダ

　明治３３年、私製葉書の国内使用が認可され、絵葉

書の使用が認められた。

　明治２７年の日清戦争から昭和２０年のポツダム宣言

受諾による太平洋戦争の終結まで、近代日本と国民

は断続的に戦争を経験する。絵葉書はこの間、戦争

の情報を国民に知らせるという役割を担っていた。

　戦場の様子が初めて絵葉書になったのは日露戦争

であった。遼陽会戦（図１）・沙河会戦（図２）など

の様子が「戦捷記念絵葉書」として国民に知らされ

た（図３）のである。その他、第一次世界大戦時の

－ ７４ －
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図１　日露戦役記念絵葉書　遼陽会戦

図２　日露戦役記念絵葉書　沙河会戦
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チンタオ攻略、上海事変などの絵葉書も発行された。

それぞれの凱旋記念の絵葉書も多数発行され、国民

の喜びを表しているといえよう。

　さらに、戦役記念の絵葉書には、戦争をニュース

として国民に知らせる役割だけでなく、その事柄を

記憶させる、想起させる意味があったと考えられる。

日本海海戦を記念する絵葉書が何周年記念絵葉書

（図４）という形で継続して出版され、日清戦争を

記念する絵葉書でさえも時代を遡る形で出版されている。日本海海戦の勝利が日露戦争の「勝利」を決

定づけたものであるとされ、T字戦法をとったという幻想が定着し、東郷平八郎が神格化されるに至り、

いわゆる「日露戦争観」が語られることがその後の戦意高揚の世論形成に大きな意味を持ったとされて

いるが、絵葉書もこのような世論形成の一翼を担ったと考えられる。戦争がニュースであったことは言

うまでもないが、戦役記念の絵葉書は単にニュースを伝えるだけにとどまるものではなかったのである。

　戦意高揚のプロパガンダも絵葉書になっている。海軍の軍事力や航空戦力の各国比較（図５）はグラ

フという視覚に訴える方法と、絵葉書という手軽で広い階層に受容されていたメディアの相乗効果に

よって軍事力不足を国民に植え付け、軍部の軍事力増強を支持する世論を形成しようとしたものである。

また、「ゼイタクは敵だ」などの戦時標語の絵葉書（図６）や国民精神総動員の絵葉書（図７）は、戦時

体制強化のプロパガンダの役割を果たしたものである。

　また、「日本兵士と支那子供」（図８）に代表されるように、戦場のイメージを形作るものとしても絵

葉書は使われている。この絵葉書には、前線での苦戦、飢え、現地住民の反発など日本軍に都合の悪い

情報は描かれず、逆に、絵葉書には敵には勇ましく、現地住民にはやさしい、英雄化された日本兵の姿

－ ７５ －

図３　戦役記念絵葉書目録絵葉書

図５　躍進日本と将来の不安

図４　日本海海戦六周年記念絵葉書

図６　ゼイタクハ敵



が描かれている。このような絵葉書は軍事郵便用に

作成されたものと推定され、戦時下の情報統制に利

用された。国民は軍事郵便を書く、受け取るという

行為によって戦争を参加したのである。そして、そ

の戦争とは、実際に戦場で繰り広げられた浪費や暴

力ではなく、正義のための喜ばしいもの、つまり

「聖戦」であった。

（２）震災絵葉書・災害絵葉書

　ニュースを伝達するものとして最もよく知られて

いるものが関東大震災などの災害を写し出したもの

である。（図９、図１０、図１１）このような絵葉書は現

在の「美しい」絵葉書からは想像できないものであ

る。

　関東大震災の絵葉書については佐藤健二氏が「絵

はがき覚書」の中で、作り手、売り手の存在を含め

て詳しく言及している。佐藤氏は作り手である光村

印刷所の「光村利藻伝」や、震災後東京を飛び回っ

た三宅克巳の回想などを素材に、３日位から写真を

撮り始めたものがいたこと、７日頃には被服廠の絵

葉書が発禁になったこと、羅災して家を失った人が

絵葉書を仕入れて売っていて東京地図などとともに

飛ぶように売れたこと、上京した救護の青年団など

が絵葉書購入者として想定できること、などを指摘
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図８　日本兵士と支那子供

図９　丸之内の猛火

図１０　焼失前上野駅前に避難民の群集

図１１　老原の惨状死骸者山を成す

図７　兵隊さんは命がけ私たちは襷がけ
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してい る 。
（８）

　また、新宿歴史博物館特別展図録『巷の目撃 者 』では６枚刷り、８枚刷りの絵葉書が裁断されないま
（９）

ま売られていたものが紹介されており、一刻も早く販売するための措置と考えられている。また、図１１

の絵葉書は通信面が無地なのであるが、これも一刻も早く販売するための措置であり、そのためには絵

葉書本来の役割である「送る」という行為は二の次になったのである。

　図１２の絵葉書は東京大洪水の絵葉書を実際に使っ

たものである。この絵葉書で、東京の差出人は新潟

の受取人に対して、新聞で新潟の洪水の記事を読ん

だこと、東京の自宅は被害もなく無事であること、

旅行中で見舞いの御礼が遅れたこと、を伝えている。

この内容は絵葉書の画面の内容を生かしたものであ

り、画像を送るという絵葉書独自の機能がもたらし

た使用法である。

　このように震災や災害の場面を写した絵葉書は画

像を送るという絵葉書本来の目的をベースにしなが

らも、（最新の）画像を所有する、収集するという意

味合いの強いものであったということができる。こ

のジャンルの絵葉書は大正１２年の関東大震災を最後

に殆ど発行されなくなっている。この点については

後述する。

（３）天皇の絵葉書

　天皇を巡るさまざまな儀礼も絵葉書になっている。

（図１３、図１４、図１５）

　T．フジタニ氏は明治天皇の葬儀は政府指導者た

ちにとって大きな意味を持ったことを指摘してい る 。
（１０）

広く知られているように、当時、明治天皇の死は一

つの時代の終わりを象徴する出来事ととらえられて

いた。政府は引き続き政権を維持していくために、

「国家の安寧と国家共同体の恒久性の象徴であった

天皇が死期に近づいたことで、近代天皇像の創造者

たちはいまや衰弱し、重い症状にある生身の天皇を

不朽の「天皇位」から儀礼的に引き離そうとしはじ

め た 」とされる。そしてこの儀礼は１万人を超える
（１１）

儀杖兵と、宮廷装束を身に付けた供奉の者によって、

文明国日本と神国日本の両方を象徴していた（図１６）。

－ ７７ －

図１３　御即位大礼記念

図１４　大婚満二十五年記念

図１２　千住大橋消防夫防止ノ壮挙

図１５　皇太子殿下御帰朝記念



このような天皇を巡る様々な儀式は当時の人々の強

い関心の対象になったとともに、政府の側から見る

と、天皇の神聖性をイメージづけ、天皇主権国家、

立憲君主制国家という体制を維持するうえで、重要

な役割を担ったと考えられる。また、図１７、図１８の

「万民の悲泣」は「帝国臣民」の想い、あるべき想

いを写し出し、天皇と臣民の関係、あるべき関係を

写し出している。

　このような天皇の儀礼も絵葉書になっている。こ

れは天皇の儀礼が国民の関心事であったとともに、

天皇の儀式を国民に公開することによって国民に天

皇中心の国家であるということを確認させる意味が

あったと考えられる。

　天皇の肖像写真も絵葉書の題材になっている（図

１９、図２０）。石井研堂『増訂明治事物起 原 』によると
（１２）

天皇の写真は４種類しかなく、その管理も徹底され

てい た 。その上で、絵葉書などで写真の複製許可を
（１３）

出している。このことは、多木浩二氏が指摘する   肖
（１４）

像写真そのものよりも、写真を扱う儀式に天皇の権

威性を見出していたことを表すものであり、「御真

影」崇拝に繋がる考え方である   。
（１５）

　また、「御真影」として崇拝された写真自体も絵葉

書になっている（図２１）。明治天皇の画像は無数に描

かれているが、それらの上半身は全てお雇外国人

キュッソーネによって描かれた肖像画に拠っている。
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図１６　先帝御大葬（明治天皇）

図１９　大行天皇陛下最近の御尊影 図２０　明治天皇　明治神宮全景

図１８　親子哀悼ノ悲泣

図１７　宮城前ニ於ケル臣子ノ熱誠
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この肖像画は「理想的な君主像」をあらわす「御真

影」として使われた。「御真影」は下賜されることに

よって天皇と臣民（臣下）の関係を構築する機能を

果たした。この絵葉書で注目すべきは、この絵葉書

の製作者が京城日報であることである。この絵葉書

は通信面の書式から明治４０年～大正７年に作られた

ものであ る 。さらに韓国併合が明治４３年であるから
（１６）

明治４３年以降の製作であると考えられるだろう。ま

た、絵葉書の画面にはキャプションが何も書かれて

いない。明治天皇死後のものならば、現在の君主で

はないという注記がされているか、大正天皇が理想

的な君主として描かれなくてはならず、明治天皇死

後のものとは考えにくい。このため、この絵葉書は

明治４３年の韓国併合から明治４５年の明治天皇崩御ま

での期間に発行されたものである可能性が高い。日

本政府は植民地の情報統制のために日本寄りの新聞

しか発行が認めなかったため「京城日報」が反日本

的な目的でこの絵葉書を作製したとは考えにくい。

逆に、明治天皇を理想的な君主として韓国の人々に

知らしめる目的があったと考えられる。絵葉書は日

本だけではなく、植民地となった国々でもプロパガ

ンダとしての役割を担った。

（４）広告絵葉書

　広告の絵葉書というとDMを思い浮かべるかもし

れないが、当時は絵葉書として使える広告が数多く

出回っていた。菓子、粉ミルク、着物、日本酒など

様々な広告絵葉書が見られる（図２２、図２３、図２４）。

これらは、近年のアドカードと同じ目的のものであ

ろう。

　アドカードとは「カフェ・レストランやCDショッ

プ、スポーツショップ等、 街のおしゃれスポットで

無料でもらえる広告用ポストカードのこと。広告で

ありながら、アート性が高く、しかも枚数限定だか

ら街のトレンドリーダー達の間で大人気。コレク

ターが急増してい る 。」ものであり、当時も同じよう
（１７）

－ ７９ －

図２２　モロゾフ

図２１　明治天皇（京城日報製）

図２３　月桂冠



な理由で、絵葉書がハイカラなメディアとして使わ

れたのだろう。さらにアドカードは「アドカードユー

ザー達の用途 BEST３は、“飾る”“集める”“送る”

であり、ポストカードとしての実用性の高さはもち

ろんだが、宛名面の情報にも注目！！　各種イベン

トやキャンペーンの他、プレゼント、最新のNEWS 

など様々な情報が盛り沢 山 。」なものである。この
（１８）

「飾る」「集める」「送る」の３要素は当時の絵葉書

と全く同じで、広告絵葉書も広告でありながらもこ

のような用途に耐えるクオリティを目指したのであ

る。

　昭和初期には、明治大正期から引き継がれての有

名画家、作家、漫画家、などの積極的な広告制作への参加、消費文化形成期に呼応して商業美術運動が

盛んになった。小磯良平や伊原宇三郎らの著名な画家も広告のデザインをしてい る 。このような流れの
（１９）

中で生まれたのが広告絵葉書だった。

　広告絵葉書の場合、通常、作者は無記名であり、誰によるものか分からないものが多い。また、これ

らの広告絵葉書がどの程度、送られたかを計る術はない。しかし、当時、絵葉書が広告媒体として有効

であると考えられ、「飾る」「集める」「送る」を目指していたことは確かである。

メディア史の中での絵葉書

　絵葉書が日本国内で使われ始めるのは明治３３年のことである。その後、日露戦争に際し逓信省から発

行された「日露戦捷絵葉書」が大流行し、「第二回日露戦役記念絵葉書」が約６０万組、「第三回日露戦役

記念絵葉書」が約６７万組発行され、ベストセラーとなり、その後の絵葉書の盛行のきっかけを作った。

このとき、神田万世橋郵便局に押し寄せる人々がパニック状態になり、圧死する人が出たというエピソー

ドが伝えらている。郵便局に押し寄せ、長蛇の列を作る群衆が絵葉書になっているほどの状況であった   。
（２０）

日露戦争では戦局を知らせる号外が数多く発行され、国民にすばやく戦局が知らされた。当時、日本国

内では戦争費用の約四割を外国に頼り、残り四割を増税と強制に近い国債募集でまかなった。増税と国

債で必要とされた額は１億３６３３万円にのぼり、ほぼ一年間の租税収入に匹敵する額であった。このため

の増税や新規課税が非常特別税と総称されて行われた。その内容は、地租・営業税・所得税・酒税・砂

糖消費税などを引き上げ、小切手印紙税・通行税・織物消費税・米籾輸入税などを新設、煙草・塩を完

全専売制にするなどであった。総じて、国民一般に対する課税が大きくなり、法人や上層の人々は優遇

されることとなった。さらに、間接税の増税により、物価が上昇したこともあわせ、国民一般の生活を

圧迫した。また、出征兵士が増加すると、日常的に歓送会や慰問、弔問、鎮魂際などが行われ、国民が

動員された。このような行事は国民一般に戦争を身近に感じさせる機能があったとされている。このよ

うに増税による国民生活の圧迫、様々な行事への国民の動員、新聞による報道合戦などが相乗効果をも

たらし、その結果、戦後の日比谷焼討事件に象徴される、国民の戦争への関心の高さへと繋がっ た 。
（２１）

－ ８０ －
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田邊　幹：メディアとしての絵葉書

　このような社会状況のなかで日露戦捷絵葉書が発行された。新聞の号外などによって、戦局の報道を

享受していた国民は、絵葉書の画像の持つリアルさという初めての経験に狂喜したのだろう。勿論、こ

れらの絵葉書は逓信省発行ということで、戦意高揚の意味もあったと考えられる。

　その後、第一次世界大戦後の時期にかけて、大戦景気で産業資本が急速に発展し、都市への人口集中、

都市労働者の増加、新中間層の出現、消費者行動の大衆化などの大衆社会・大衆文化現象を顕在化させ

た。新聞界では『報知新聞』『時事新報』『東京朝日新聞』などの報道新聞が互いにしのぎを削りながら

目覚しい発展を遂げるようになる。この結果、明治前期に見られた知識人層＝「大新聞」、庶民読者「小

新聞」という図式が描けなくなり、幅広い階層の人々が同じような新聞を手にし、同じメディアに接す

るようになっ た 。
（２２）

　絵葉書はこの時期、ニュース伝達のメディアとしての要素を持つ。その上で絵葉書は画像を伝達する

メディアとして庶民に期待されていた。絵葉書以前のニュースを伝達する画像メディアとしては、日清

戦争に多くの画家が従軍し、描かれた新聞錦絵が知られている。ニュースを画像で伝えるという意味で

は、絵葉書の新聞錦絵と似たような要素を持っているだろう。しかし、錦絵と絵葉書の間には、描写と

撮影という、リアルさのうえで大きな違いがある。この違い、絵葉書の持つリアルさによって、この後

約２０年間、絵葉書はニュース媒体としての役割を果たすことになる。

　さらに前述のように絵葉書は葉書としての送られるという役割を果たすことによって、ニュースを伝

播させる働きをもった。図１２の絵葉書は画面によってその具体的な画像を示し、その上で、自宅は無事

であることを伝えている。このように、この時代において、絵葉書は差出人がニュースを伝えたいと考

えた特定の人（受取人）に対し、リアルな画像を使ってニュースを伝えるメディアであったのである。

　大正中期になると、ニュース絵葉書はあまり発行されなくなる。これは他のメディアとの関連がある

だろう。この時期、新聞に掲載される写真の増加、大正１１年の週刊誌『旬刊朝日』『サンデー毎日』の創

刊、さらに昭和に入ってからはニュース映画の登場とリアルさを伝えるメディアが発達する。このこと

によって、絵葉書による差出人から受取人という二つ目のメディアを介さずとも、ニュースを画像・映

像のイメージとして広がっていった。このため、ニュースの画像が絵葉書に載る必要がなくなり、ニュー

ス絵葉書は退行したのではないだろうか。また、この件に関しては、日露戦争以後の絵葉書ブームが一

段落し、なにもかもが絵葉書の題材になったという時期が終わったということとも要因の一つと推測で

きる。しかし、絵葉書の差出人がニュースを伝えたいと考えた特定の人（受取人）に対し、リアルな画

像を使って情報を伝えるメディアである、という側面はその後も名所絵葉書の盛行に引き継がれていく。

おわりに

　本稿では絵葉書が持つマスメディアとしての役割について論じてきた。絵葉書は現在とは比較できな

いほど多種多様で、当時の社会において重要なメディアであった。その中で絵葉書は数少ない画像を伝

えるメディアとしての役割を果たしたのである。絵葉書のこのような役割は、絵葉書の持つ情報伝達能

力の高さ、特に差出人と受取人を結び付けるメディアとしての能力の高さに起因したものであるだろう。

　本稿では絵葉書の隆盛の主役となった「名所絵葉書」については取り上げなかったが、「名所絵葉書」も、

当時の人々の関心や社会の状況を知る上での好資料になり得る。今後の課題にしたいと思う。

－ ８１ －



笹川コレクションについて

　新潟西堀で餅屋を営みながら郷土史研究に従事されていた笹川勇吉氏から、新潟県立歴史博物館（寄

贈当時は新潟県企画課社会文化施設建設室）に２万３千枚を超える絵葉書が寄贈され た 。この絵葉書コ
（２３）

レクションは笹川さんのご自宅と少し離れた家屋の一室に整理されないままうずたかく積み重ねられて

いた。笹川さんは戦前から絵葉書を収集されていたそうであるが、応召中、新潟市が３箇所目の原子爆

弾の標的になっているという情報により、新潟市からの退去命令が出た際、奥様がそれらの絵葉書をや

むにやまれず処分したそうである。その後、復員した笹川さんは古書店などからの購入などにより、再

度、絵葉書の収集を始められた。その結果、収集されたのが「笹川コレクション絵葉書」であ る 。
（２４）

　本稿はこの笹川コレクションの資料紹介を兼ねるものである。

註
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（２）須藤功編『写真でみる日本生活図引』序　弘文堂　１９８９

（３）佐藤健二「絵はがき覚書」『風景の生産・風景の解放－メディアのアルケオロジー』講談社メチエ５　１９９４

　　佐藤氏のこの著作以前の研究史については佐藤氏の論考に拠った。

（４）小森孝之『絵葉書　明治・大正・昭和』国書刊行会　１９７８

　　本書は、絵葉書は世相を写すものである、という視点で絵葉書が集成されており、絵葉書を資料として扱うという

視点が見え、当時としては先駆的な集成であるだろう。また、さまざまなジャンルの絵葉書が数多く所収されてお

り、当時の絵葉書の概観を見るに有効である。

（５）斎藤多喜夫「絵葉書からのメッセージ－１００年前の横浜・神奈川」『１００年前の横浜・神奈川　絵葉書で見る風景』

有隣堂　１９９９

（６）島津俊之「師範学校による絵はがきの収集と郷土教育－和歌山県の師範学校を事例に－」『紀州経済史文化史研

究所紀要』第８号　１９９８

（７）今野由佳里「絵葉書の流行」『札幌の歴史』第２８号　１９９５

（８）佐藤前掲著　６０～６３頁

（９）新宿歴史博物館特別展図録『巷の目撃者～絵はがきがとらえた明治・大正・昭和～』１９９９

（１０）T．フジタニ『天皇のページェント　近代日本の歴史民俗誌から』NHKブックス　１９９４

（１１）T．フジタニ前掲著　１２２頁

（１２）石井研堂『改訂増補明治事物起原』１９４４　９６３頁

　　「陛下の真の御写真として見奉るべきは、明治五年御入京の砌、内田九一が仰せを受け、巻纓と立纓との二様の御

衣冠姿を謹写しまゐらせしものと、其後同じ内田が御軍服制定の際、初めて御着服なりし尊容を謹写せるものと、

三十八年青山に於て挙行ありし凱旋大観兵式に際し、御馬車にて御閲兵の御事ありしを、小川一真が陸軍当局の命

を受けて謹写し奉りしものと、以上僅に四種に過ぎず」

（１３）多木浩二『天皇の肖像』岩波新書　１９８８　１１４～１１５頁

　　「天皇の写真を自由に販売することはもちろん、所有さえ禁じるほど、徹底した肖像の独占管理を行ったのである」

明治後期になるとここまで厳しい管理はなされていなかったと思われるが、天皇の写真が管理下に置かれたことは

間違いないだろう。尚、天皇の肖像の絵葉書以外でも三の丸尚蔵館に展示してある献上写真と同じ絵葉書も見られ、

宮内庁所有の写真を題材にした絵葉書が多数存在していたことが推測される。

（１４）多木浩二　前掲著　２１５～２１６頁

　　「複写してもよろしいという許可を出すには、政府は、「御真影」は“写真”である以上、ただ一点しかない替えが

たい貴重品というよりは、あくまで写真という、何枚でも焼き増しできる複製技術の産物であるという、まことに

的確な認識をもっていなければならなかった。だから「御真影」の聖性は、その取り扱いの儀礼から生じると考え

ていたはずである。」
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田邊　幹：メディアとしての絵葉書
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（２３）笹川氏は生前、新潟市に関する絵葉書を新潟市郷土資料館に、それ以外の絵葉書を県立歴史博物館に寄贈するご

意向があったが、コレクションが未整理のため、双方に混入しているものが多く見られる。このため、双方の仮の
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（２４）五百川清「笹川勇吉翁　絵葉書コレクションの世界－近代新潟－一市井人の心象にふれて」『郷土新潟』４０号
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